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株式会社 CSK Win テクノロジ 

センドメール株式会社 

 

 

うっかりミスによる電子メール誤送信対策に特化した 

ソリューション「PlayBackMail」の提供を発表 

 

 

CSK グループの株式会社 CSK Win テクノロジ（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：田財英

喜、以下 CSK Win テクノロジ）、センドメール株式会社（本社：東京都港区、社長：小島國照、以

下センドメール）は、センドメールのメールサーバ製品を活用した電子メール誤送信防止ソリュ

ーション「PlayBackMail」を発表し、2008 年４月より販売を開始いたします。 

 本ソリューションにより電子メールを介した、うっかりミスによる機密情報および個人情報漏

えいを大きく削減することが可能となります。 

 

個人情報保護法の全面施行からおよそ２年が経過し、内部からの情報漏えいに対するリスクに

ついても多くの企業や自治体で認識され、その対策も施されてきました。しかしながら、依然と

して機密情報や個人情報の漏えい事故は後を絶ちません。 

CSK Win テクノロジでは、情報漏えいの発生原因の中でも大きな割合を占める、うっかりミス

による電子メールの誤送信に着目し、センドメールの技術協力のもと、ゲートウェイとして動作

し既存のメールシステムに追加導入可能な、電子メール誤送信防止ソリューション

「PlayBackMail」を開発しました。 

「PlayBackMail」では、電子メールの誤送信を未然に防ぐ機能、あるいは誤送信が生じてしまっ

ても極力情報漏えいに至らないようなメールフロー機能を提供します。また、ファイルの添付忘

れや書きかけメールなどの、情報漏えいに至らずとも取引先の信頼を失墜させる恐れのある誤送

信についての防止対応が可能となります。 

CSK Win テクノロジは、「PlayBackMail」の開発元として、パートナー各社を通じて販売および

サポートを行います。 

News Release 



 「PlayBackMail」の主な機能 

1.送信保留機能 

送信メールを「PlayBackMail」の隔離領域に一旦保留します。 

保留されたメールは一定時間経過後、自動的に配信されます。 

自動配信前であれば、誤送信に気付いた送信者は Web インターフェイスから隔離領域にアクセ

スし、自ら誤送信メールを削除することができます。 

本機能は、メール送信直後に誤送信に気付くケースにおいて大きな効果を発揮します。 

 

2.メール添付ファイル自動暗号化機能 

送信メールの添付ファイルを自動的に暗号化 ZIP ファイルに変換します。復号パスワードは送

信者にのみ通知されるので、送信者がもう一度、送信先を確認し、間違いがなければ復号パス

ワードを送信先に送付できます。本機能により、誤った宛先に対してメールが届いても、受信

者は添付ファイルを展開することができず、添付ファイルの情報漏えいを防止することができ

ます。 

 

3.大量 To:/Cc:ヘッダ削除機能 

配送メール中に一定数以上の宛先アドレスが含まれていた場合に、To:ヘッダおよび Cc:ヘッダ

を削除/加工します。本機能により、ダイレクトメール配送時に発生する傾向の高い、ヘッダか

らのアドレス情報漏えいを防止します。 

 

各機能の適用条件は、「Sendmail Mailstream Manager」の自由度の高いフィルタリングにより、

きめ細かな設定が可能です。 

 

 

 製品概要 

－製品名  ：「PlayBackMail」 

 

－構成ソフトウェア 

Windows 版 

：「Sendmail Advanced Message Server 1.3J Windows」 

：「Sendmail Mailstream Manager 2J Windows」 

   ：「Sendmail Single Switch 3.1J Windows」 

   ：「PlayBackMail モジュール」 

 

Linux 版 

：「Sendmail Mailcenter Quarantine 3J Linux」 

：「Sendmail Mailstream Manager 2J Linux」 

   ：「Sendmail Mailstream Switch/MTA 3J Linux」 

   ：「PlayBackMail モジュール」 



 販売/出荷開始など 

販売開始 ：2008 年４月（予定） 

出荷開始 ：2008 年４月（予定） 

販売価格 ：80 万円から（Sendmail ライセンスが必須） 

 

販売目標は、年間で 100 社への導入を予定しています。 

 

 株式会社 CSK Win テクノロジについて(http://www.cskwin.com/) 

株式会社 CSK Winテクノロジは、Windowsソリューションに関する豊富な経験とノウハウを活かし、

設計・開発から運用サポートまでの全ての面で先進的なサービスを提供しています。当社はマイ

クロソフト社の世界初の合弁会社として設立された後、現在ではCSKホールディングスの100％子

会社として『CSKグループにおける唯一のWindows専門特化企業』の役割を担っています。また、

Windows環境を強化する最先端のソフトウェア製品の開発・販売を行っており、Sendmailやセキュ

リティ関連製品を中心に、幅広いラインナップを取り揃えています。マイクロソフト社との強い

協力関係と高い技術力を活かし、セキュリティ強化から情報の戦略的活用まで付加価値の高いサ

ービスを提供しています。 

 

本社所在地 ： 東京都新宿区西新宿６-24-１ 西新宿三井ビル20階 

代表 ： 代表取締役社長 田財英喜 

設立 ： 1994年６月 

資本金 ： １億円 

事業内容 ： ・ITコンサルティングサービス 

 ・アプリケーション開発サービス 

 ・インフラ設計・構築サービス 

 ・プロダクト開発・販売サービス 

 

 センドメール株式会社について(http://www.sendmail.co.jp/) 

Sendmail 社(Sendmail,Inc. 本社：米国カリフォルニア州エメリビル)は、オープンソースのメー

ル配送エージェント(MTA：Mail Transfer Agent)である「sendmail」の開発者であり、”E メー

ルの生みの親”と言われているエリック・オールマン(現CSO)により、ビジネスユーザのニーズに

対応するために1998年に設立されました。現在は、スパム/ウィルス対策、トラフィック制御、コ

ンプライアンス遵守のためのメールアーカイブなどの各種ソリューションを含め、ゲートウェイ

からメールボックスまで、信頼性の高いメッセージング基盤構築のための製品・技術サポートを

トータルに提供しています。Fortune10 の内７社、Fortune100 の50％がSendmail 社の商用製品

を採用し、日本国内でも、官庁、自治体、企業、大規模ISPで３万サーバライセンス以上の出荷実

績があります。英国、ドイツ、フランス、および東京(アジア太平洋地域)に拠点を擁し、日本法

人は、2003年１月に設立されました。 

 

※Sendmail は、Sendmail,Inc.の登録商標です。 

※その他、記載されている会社名、製品名は各社の商標または登録商標です。 

※掲載文中では、TM、(R)は原則として明記しておりません。 

 



■ 本サービスに関するお問い合わせ先 

株式会社 CSK Win テクノロジ 

製品グループ 藤澤、村上 

Tel: 03-3343-2513/ Fax: 03-3343-2501 

Email: sales@cskwin.com 

 

センドメール株式会社 

営業推進 谷口 

Tel: 03-5537-0145/ Fax: 03-5537-0376 

Email: marketing-japan@sendmail.com 

 

■ 報道関係お問い合わせ先 

株式会社 CSK Win テクノロジ 

広報担当 浅原 

Tel: 03-3343-2522/ Fax: 03-3343-2501 

Email: cwt-pr@cskwin.com 

 

 

 
 


